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1-0. 提出意見書

報告書案

「ＩＰ化の進展に対応した競争ルールの在り方に関する懇談会」報告書案　提出意見書（2006年8月23日、一部抜粋）

第5章
２ .ネットワーク利
用の公平性

第4章
３ .新しい料金体系
への対応の在り方

当社意見

　当社が行っているコンテンツ配信サービスにおいて、
ユーザーからの問い合わせ等により、一部の通信事業
者から通信帯域の制限を受けていると推測される事態
が発生しています。

　当社としては、通信事業者が特定のコンテンツに対
して通信帯域の制限を行っているのであれば、ユーザ
ーおよびコンテンツプロバイダに対して即時にその情
報を開示することが必要と考えます。

　web2.0型をはじめとした新しいビジネスモデルが登
場し、ブロードバンドサービスの急速な普及に寄与し
ているのは事実であり、新しいビジネスモデルによっ
て提供される通信サービスの料金メニューも多様化し
つつあります。その料金サービス水準については、各
事業者のビジネスモデルに基づく経営判断に原則委ね
るべきと考えます。
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1-1. 提出意見書

「ＩＰ化の進展に対応した競争ルールの在り方に関する懇談会」報告書案　提出意見書（2006年8月23日、一部抜粋）

第5章
３ .ネットワークの
コスト負担の公平性

　IPトラフィックの増加はP2P通信、社会全般のイン
ターネット活用の本格化等、いくつかの要因が考えら
れます。ようやくリッチコンテンツが出始めたばかり
の中、FTTHサービスの普及、各種インターネットサ
ービスの相乗効果で、今後もトラフィックは相当量増
加すると考えます。

　通信網増強は、個々の事業者が現状の料金の改定、
帯域別料金の新設、顧客獲得コスト、広告モデルなど
のビジネスモデル自体等を総合的に勘案し、当該事業
者の経営判断に委ねるべき(中略)と考えます。
　また、このような状況下で、例えば、コンテンツプ
ロバイダが直接接続する通信事業者以外のインフラコ
ストを負担するなど、(中略)通信事業者に対しての二
重払いとなり、常識的には考えがたいことであると思
われます。

報告書案 当社意見
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2-0. 当社のネットワークに関する基本的な考え方

・利用の公平性
　物理・通信・プラットフォームの各レイ
ヤーで、事業者・アプリケーション・端
末に関わらず、オープンに接続できるこ
とが大原則。

・コスト負担の公平性
　事業構造・ネットワーク構造から合理的
に判断するべき。一部のボトルネック設
備を除き、基本的には市場原理に委ねる
べき。

ネットワークの中立性

・品質情報の開示
　何に対して料金を支払っているのか、ユ
ーザーにとってわかりやすいレーティン
グを行い、定期的な評価をするべき。　
　　　　　　　　

・利用制限内容の開示
　特定プロトコル・アプリケーション・端
末等に関する制限がいたずらに行われな
いように、その前提となる法整備と制限
内容の事前開示を徹底するべき。

ネットワークの透明性

<事業者の視点> <ユーザーの視点>

コンテンツ・アプリケーション
サービスが成立するための

大前提

コンテンツ・アプリケーション
サービスが発展するための

必要条件

「ネットワークの中立性に関する懇談会」説明資料（2007年2月28日、一部抜粋）
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2-1. 透明性確保の必要性

ユーザー

ネットワーク
事業者

コンテンツ・アプリケーション
サービス事業者

数千万人

・なぜつながらないのか、
なぜ遅いのかわからない。

数十万社

・どのレベルのサービスなら
どのぐらいのユーザーが
利用可能かわからない。

・ネットワーク事業者に　　
突然制限されるリスク

1万数千社

・品質を上げても消費者に
理解されない。

・自社の品質だけを上げて
も消費者の最終的な品
質に影響を与えられない。

サービス開発の萎縮

コントロール

ネットワークを価格と
ブランドのみで選択

品質への投資意欲の減退　　
顧客獲得コストの増大

　　ISP　
ﾈｯﾄﾜｰｸ

　ｷｬﾘｱ　
ﾈｯﾄﾜｰｸ

The 
Internet

ネットワークの透明性を上げることにより、三者にとってそれぞれメリットが生じる。

「ネットワークの中立性に関する懇談会」説明資料（2007年2月28日、一部抜粋）
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2-2. ＧｙａＯにおける品質実態

ＧｙａＯのキャパシティとピーク稼働率

ﾈｯﾄﾜｰｸｻｰﾊﾞｰ 最大実績

配信可能トラフィック 同時接続数

ｻｰﾊﾞｰ

　　サービス事業者としての　　　
キャパシティーは充分に確保

ＧｙａＯユーザーの視聴不具合状況

ADSL 光

契約速度：最大1～50Mbps 契約速度：最大100Mbps

GyaOの配信レートは768Kbpsなのにも
関わらず、視聴不具合状況は、ADSLで
も光でも、ほとんど変わらない状況

(弊社モニターアンケートより)

【約12万
アクセス】

【約60Gbps】

【約40Gbps】

【約90Gbps】

【約5万
アクセス】

→ボトルネックはどこにあるのか？
　　　※ＩＳＰ別では最大で44%、最小で26%

最大実績

視聴不具合
経験あり

32%

視聴不具合
経験あり

39%

「ネットワークの中立性に関する懇談会」説明資料（2007年2月28日、一部抜粋）
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2-3. ネットワーク上を流通するトラフィックの急増

第1回ネットワークの中立性に関する懇談会　配布資料（2006年11月15日、一部抜粋）

　　　　2006年11月15日
第1回ネットワークの中立性に関する
懇談会　配布資料
「ネットワークの中立性を巡る議論の
現状」　P36より
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2-4.下り”トラフィックの推移(ある大手プロバイダーの例)

第1回ネットワークの中立性に関する懇談会　配布資料（2006年11月15日、一部抜粋）

　　　　2006年11月15日
第1回ネットワークの中立性に関する
懇談会　配布資料
「ネットワークの中立性を巡る議論の
現状」　P37より
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3-0.フロントライナーとなるためのインフラの条件

　　（2005年7月15日「全国均衡のあるブロードバンド基盤の整備に関する研究会最終報告（概要版）一部抜粋）

（概要版 P12より）
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3-1.地域におけるブロードバンド基盤整備の積極的意義
　　　　　-ブロードバンドで変わる地域社会-

　（2005年7月15日「全国均衡のあるブロードバンド基盤の整備に関する研究会 最終報告（概要版）一部抜粋）

（概要版 P21より）
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　（2005年7月15日「全国均衡のあるブロードバンド基盤の整備に関する研究会最終報告（概要版）一部抜粋）

3-2.ディバイド地域において想定されるブロードバンド利活用事例①

（概要版 P24より）
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　　（2005年7月15日「全国均衡のあるブロードバンド基盤の整備に関する研究会最終報告（概要版）一部抜粋）

3-3. 上り30Mbpsにより実現されるもの

（概要版 P28より）


